
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報 

有限会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 

 

砥石に関

及び製造販

及びパット

業在職中に

 開発した

するポリ尿

スと無機物

する食品、

（特許第 3

 当社は、

上げに使用

です。リー

た製品であ

電動グライ

砥石やディ

援事例 

社リード

静

ジ URL h

2

2

関する企業は

販売は、当社

ト材へ展開で

に発明したも

た砥石は、ゴ

尿素を結合材

物との複合材

医療、歯科

3921056

プラスチッ

用する「リー

ードグラン砥

あり、日本、

インダーやア

ィスク砥石、

【INPIT

ド創研 

静岡県焼津市

https://ww

2004 年 

2 人 

は多数存在し

社のみです。ポ

できる素材で

もので、当社

ゴム弾性、耐

材とする砥石

材等の広い分

科分野にも適

号、第 435

ク成形用金

ードグラン砥

砥石は、世界に

アメリカ、

アングルグラ

スティック

T 静岡県

市 

ww.lead-so

しますが、ポリ

ポリ尿素は、

であり、取り扱

社が最も熟知

摩耗性、耐熱

石です。金属、

分野に適応し

適用できる砥

57173 号、

金型の研削お

石」等の仕上

に先駆けて当

中国の三カ

ラインダーと

ク砥石などの

県知財総

oken.co.jp

業 種

資本金

企業概要

リ尿素を結合

、砥石の結合

扱うポリ尿素

しています。

熱性を有し、

、セラミック

し、工業的にも

砥石として注

第 64894

自社の強み

よび研磨とバ

上げ用特殊砥

当社独自の技

カ国で特許取

と組み合わせ

の販売を手掛

一押し商品

総合支援

p 

種 製造業 

金 300 万

 

合材とした砥

合材の他に、

素は、当社社

。 

高い砥粒濃

クス、プラス

も、安全性を

目されていま

465 号） 

み 

バリ取り、エ

砥石の製作メ

技術に基づき

得済みです。

せて使用する

けています。

品 

援窓口】 

万円 

砥石開発

パフ材

社長が企

濃度を有

スチック

を必要と

ます。 

エッジ仕

メーカー

き開発し

。また、

る軸付き
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同社は、

ると考えて

大の目標で

営・事業面

中小企業

業務におい

 その後、

海外知財財

ついて支援

理、英文ラ

 一方、国

る契約の話

ンス条件等

ることがで

尿素結合材

知財総合支

 静岡県の

の契約に関

 企業連携

得している

開発した技

ていました。

であった大手

面の強化に繋

 同

ころ

は大

業にとって、

いても、助言

海外企業及び

財産プロデュ

援していただ

ライセンス契

国内において

話が本格化し

等同社にとっ

できました。

材の名称に係

支援窓口活

の特許流通ア

関する相談の

携の注意点、

る特許権の維

技術に自信を

契約書の重

手企業との契

繋がりました

窓口担当

同社の技術に

ろ、今回の大

大変嬉しいで

知財総合支

言・協力は非

び国内企業か

ューサーを派

だき、更に専

契約書の草案

ては大手企業

し専門家(弁護

って不利のな

また契約締

係る商標登録

活用の概要

アドバイザー

のために、当

技術ノウハ

維持に関して

窓

窓口

企業か

を持っており

重要性を認識

契約が締結で

た。 

当者から一

に興味を持た

大手企業との

です。更なる

その

支援窓口の協

非常に大きな

から計 3 件の

派遣し、契約

専門家（弁護

案作成、契約

業 2 社より引

護士)を活用

ない契約のた

締結後の原料

録出願につい

最

（記：窓口

ーからの紹介

当窓口を利用

ハウの流出を

て、特許料の減

窓口を活用

活用のきっ

からのメッ

、特許等の

識し、社長自

できました。

言 （氏名

たれ、何度か

の契約締結に

る事業拡大の

の後の相談

協力は不可欠

な力となりま

の契約の引き

約内容、海外

護士）による

交渉段階で生

引き合いがあ

しながら、技

ために支援を

料供給メーカ

ても支援し

初の相談概

口担当者） 

介で、他社と

されたことが

を防止するた

減免制度や登

用して変わ

っかけ 

セージ 

知的財産権

身も勉強され

それにより、

名：宮枝 

か取引の話が

により、事業

のために支援

談概要 

欠であり、た

す。 

き合いがあり

外企業との交

る海外知財契

生じた問題点

あり、その内

技術内容とノ

を行い、実施

カー及び取り

ました。 

概要 

との共同開発

がきっかけで

ために契約の

登録料の自動

ったところ

は小規模な企

れ、当窓口を

、収益の一つ

清美） 

があったもの

業のステップ

援していきた

たとえ弁護士

り、海外企業

交渉や技術契

約書作成支

点への対応策

内の１社と研

ノウハウの棲

施許諾権及び

扱う商社と

の進め方、

です。 

重要性等を助

動納付制度に

ろ 

企業にとって

を利用するこ

つの柱が構築

のの進展せず

プアップがで

たいと思いま

等の専門家

業の引き合い

約における注

援により契約

策を検討しま

磨材とその製

棲み分け、対

技術支援契約

の秘密保持契

開発成果の取

助言しました

について支援

て武器にな

ことで、最

築でき、経

ずにいたと

できたこと

ます。 

に委託した

では INPIT

注意点等に

約内容の整

ました。 

製造に関す

対価、ライセ

約を締結す

契約、ポリ

取り扱い等

た。又、取

援しました。


